	グループ内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：阿部　大

	講義内容：「精神保健福祉法改正について」　　　　　　　　　　　　　講師：下平　英範　　

	日　　時：平成18年10月30・31日（月・火）17:30～18:00

	場　　所：メモリアルホール

	・アンケート結果：10/30参加者15名 10/31参加者25名　合計40名

1． 今回の研修内容について

分かりやすかった：22名　楽しかった：1名　難しかった：14名　つまらなかった：0名

無回答：2名　重複（分かりやすい・難しい）：1名

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 当院が特定病院で県には3つしかないこと。

· 応急入院について（12時間以内）

· 任意入院や医療保護などの入院形態の話。

· 手帳への写真貼付について。

· 任意入院継続同意書

· 特定病院のメリット

· 精神保健福祉法を改正したところ

· 特定医師が診察し医療保護入院・応急入院が可能になった事でどのような場合でも随時対応できる。

· 特定について（入退院等）

· 任意入院患者から退院の申し出があった場合、指定医でなくても特定医師であれば入院をとる事ができること。

· 指定医と特定医師の違いがわかった。

· ポスターの掲示をして「写真を貼るんだ」等の話があり、本日の説明を聞いて、写真がない事で新しい制度を利用できない可能性もあることがわかった。

· 入院等に係る診察の特例措置について

· 行動制限について台帳の整備

· 任意入院患者に係る開放処遇の徹底

· 精神福士法はまったくわからなかったので全部が勉強になった。

· 早期入院及び介入すれば早期退院につながる。

· 改正について、背景からの説明でしたのでわかりやすかったし、AOMの改正についての視点の切り替えで、自分が理解しなければならない部分への姿勢が見えました。




	3． 感想

· 指定医や特定医師などいろいろと難しいなぁと感じました。常に側っていることなので、その都度知る必要があると思いました。

· 入院時の時間指定があるのかがわからなかった。まだまだ勉強が足りないんだと感じました。

· 自分の職種に関わる内容なので、後でまたよく勉強したいと思います。

· 患者様などに質問されてもきちんと答えれるように勉強したい。

· 知っているようで知らない言葉があった。今後勉強していかないといけないと思った。応急入院というものを聞いていたが、実際は知らなかった事の方が多かったです。

· 指定医・特定医師の区別が良く分からなかった。

· 内容が難しかったです。

· 理解できやすい言葉で説明して良かった。

· あまりよく分からなかったので病棟に資料がほしいです。

· チラッとしかわからなかったのでなんとなくわかりました。けど、やっぱり難しいですね。

· 特定病院になるメリットは何ですか？特定医師の部分がいまいち。指定医じゃないほうが該当ということでしょうか？12時間以内に指定医が診察をすれば良いのでしょうか？

· 法も関係しているので、看護する上で勉強も必要と思った。

· 今後患者様との接し方も考えていこうと思います。

· 定期報告について～PTへの評価・ケア・記録にかえってくる。

· 適切なケアがなされているか、看護として関わっていく必要がある。

· 今まで以上に患者様の生活上、精神的、身体的観察がより以上に重要となる。

· 法律改正の背景をよく考え、その事が何を意味するのかという部分までほり下げて考えケアにあたらなければいけないと感じた。

· 行動制限最小化委員会などは、当院で実施されていることは知っていましたが、実際はどのようなことを行っているのか？

· 精神保健福祉法がちゃんと理解できていないので改正されたと聞いてもイメージがわかない。精神保健福祉法とは何かわかるような用紙を病棟に配ってほしい。

4． 考察

2日間に渡り研修を開催した。こちらが予想していた参加人数（夜勤等除く）80名より大きく下回るものだった。研修のお知らせの方法にもよるだろうが、当日各GOMへもスタッフへ参加の呼びかけをして頂いており、自己研鑽への深みという点ではスタッフの意識低下を感じさせるを得ない参加状況であった。

研修内容については、分かりやすかったと答えた方が50%。難しいと答えた方が40%であった。分かりやすかったと答えた方の感想の中に具体的な法令の改正に至った背景について把握できている方は何人おられるのだろうか。分かりやすかったとは講師の研修の進め方に対してであり、充分に研修の内容まで理解できたかと言えば疑問が残る。感想の中に『精神保健福祉法がちゃんと理解できていないので改正されたと聞いてもイメージがわかない。』とあるがこれがすべてであると感じた。

私たちの仕事は全て法に定められており、法の理解は仕事を行う上で必要な知識である。知識が無い上で、患者様に対し援助にあたる事は患者様に対し失礼であるし大きな危険を伴う。『勉強していきたい』『資料を配ってほしい』ではなく、自らが動きださねばならない。これらは自分にも必要な事だが、仕事を行う上での姿勢から指導していく必要があると考える。




